
6-1-3 回帰分析regression

回帰分析：複数の変数の関係を数式化してフィットする回帰直（曲）線
を描画する分析手法

・日本の人口推移

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/population%20japan.xlsx

・日本の消費者物価指数

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/consumer_price_index.xlsx

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/population%20japan.xlsx
https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/consumer_price_index.xlsx


y = 1.1x - 5

R² = 0.5307
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回帰分析
データプロット●とフィットさ
せる回帰式の誤差の二乗和
が最小になる関数を求める
y = 1.1x – 5

この回帰式に基づくと
国語が40点の場合、英語を
39点と推測できる
y=1.1×40-5=39

説明変数：国語（ｘ座標）
目的変数：英語（ｙ座標）



注意：多項式回帰を行うと、フィッティング精度が向上する場合が
あるが、適切な次数の多項式を選択する必要がある。決定係数
は、回帰式がデータにどの程度適合しているかを示す指標の1つ
であり、それだけで妥当性を判断することはできない。

近似する数式（関数）をフィットさせ、近似直線（曲線）を描画
確からしさ･･･決定係数R2 値（0～1）

数式（グラフ）から、説明変数（年度）における任意の値から
目的変数（人口）を予測

目的変数：予測したい変数･･･ここでは将来の人口
説明変数：目的変数を説明することができる変数･･･年度
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散布図
1920年～2020年（100年間）人口推移





y = 81.272x - 150103

R² = 0.9413
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近似式：１次関数
近似直線





引用元総務省 https://www.soumu.go.jp/main_content/000273900.pdf



1970年1月～2019年12月のデータから2023年9月を「予測」し実測値と比較する



y = 0.0031x - 22.171

R² = 0.6932
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誤差二乗平均（平均二乗誤差）：回帰分析における予測値と実測値の差の二乗の平均値
予測値と実測値のズレがどの程度あるかを表す指標であり、値が小さいほど予測精度が高い



y = 6E-16x4 - 5E-11x3 + 3E-07x2 + 0.056x - 1044.4

R² = 0.9917
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y = 3E-16x4 - 2E-12x3 - 2E-06x2 + 0.107x - 1463.6

R² = 0.9917
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